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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 は、 中国 の"医 書"と 呼ばれ る書物 を文献学的 に解析す ることで、 中国 の医学 の在 り
方 をさ ぐろうとす る試 みである。
手順 と しては、 まず、第一章 にお いて医書 の序践 と史志書 目を使 って、歴 史的な概 観 を試み
た。第二章では 『漢 書』藝文志 にその名があ り、現伝 の同名の書名 として唯一残 る 『黄帝 内経』
の内容 とその変遷 につ いて、幾つかの時期 に分 けて論 じた。 さらに、第三 章で北宋の医書の国
定テキス トを定め る医書校訂事業"校 正医書局"の 活動 につ いて述べ る。附篇 として、"本草"
と呼ばれる薬剤 につ いての学問の歴史 について通観 する。
第一 章 序蹟 ・史 志書 目による 〈中国医学史〉
中国医書の序文 と史志書 目か ら、 中国医書 につ いて の伝統 的な考 え方 を概観す る。三 世紀 頃
か ら神農 と黄帝 とい う二 人の神 々 と、薬剤 と鍼灸 という二 つの治療法がそれぞれ結び つけて考
え られるようにな り、歴史が下 るにつれて、薬剤 による治療が重視 され るよ うにな った。それ
につれて、後漢 の一 医師 であ った張イ中景 と、そ の処方 を記 した書 と伝 え られ る 『傷 寒論』他
『張仲景方』 の評価が 上昇す る経緯 を持つ。
第一節で取 り上げた 中国医書 の序文は、 それ 自体 が貴重な歴史的事 実を記す 資料 で あるとと
もに、時 にア ンチテーゼ として 中国の医学 史 に説き及ぶため、伝統 的な医学 史観 を知 るための
重要な資料である。
現存の最古の医書序文は、後漢 の張仲景 の手 になる 『傷寒雑病論集』(以下 『傷 寒』 と略す)
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序 文 で あ る 。 張 仲 景 は 建 安 の 時 代 に疫 病が 流 行 し、 親 族 が 三 分 の二 にな って し ま った た めr傷
寒 』 を もの した とい う理 由 を述 べ る他 、 中 国 の医 学 史 につ いて 上 古 、 中世、 漢 代 と分 けて 説 き
起 こ した。 この 『傷 寒 』 序 を踏 ま えて さ らに医 学 史 観 を発 展 させ た の が、 晋 の 皇 甫 誼 の 『黄 帝
三 部 鍼 灸 甲 乙 経 』(以 下 『甲 乙』 と略 す)序 で あ っ た 。 皇 甫 諦 は、 上古 、 中 古 、 秦 漢 に 分 け て
医 学 史 を叙 した が、 そ の 時 、 『傷 寒 論 』 序 で は見 られ な か っ た 医術 の ジ ャ ンル 分 け を し、 そ れ
ぞ れ に別 々 の神 々 が始 祖 で あ る とい う見 方 を打 ち 出 した 。 黄 帝 と鍼 灸 、 神農 と薬 剤 で あ り、 現
在 で は 当然 の概 念 で あ る が、 黄 帝 と神 農 の業 績 に っ いて の伝 説 が 定 着 して 初 め て 成 立 す る見 方
で あ る。 そ の定 着 の過 程 は皇 甫 誼 の著 書 『帝 王 世 紀 』 他 に見 え 、 皇 甫諦 そ の 人 が 神 々 の業 績 を
確 定 的 に した可 能 性 も 出 て き た。
ま た、 『傷 寒』 序 には 『素 問』 『九 巻』 『八 十 一 難 』、 『甲 乙』 序 文 に は 『素 問』 『九 巻』(或 い
は 『鍼 経 』)と い う医 書 が 残 って い た こ とを記 して い る。 この時 期 、 『漢 書』 藝 文 志(以 下 「漢
志 」 と略 す)に 見 え る 「『黄 帝 内経 』 十 八 巻 」 は 二 書 に分 か れ て いた こ と が 分 か る。 これ ら序
文 は、 現 伝 の 『素 問』 『霊枢 』(『九 巻 』 『鍼 経』 と同 内容 と考 え られ て い る)が 即 ち 「漢 志 」 の
『黄 帝 内経 』 で あ る根 拠 と され て い る。 医 書 序文 は 歴 史 的 資 料 と して の価 値 も 高 く、 張 仲 景 の
事 績 や 、 『傷 寒 』 を含 む 『張 仲 景 方 』 の成 立 に 関 す る資 料 も 医 書 序 文 が 保 存 して お り、 北 宋 の
医 書 校 訂 に よ って 張 仲 景 の処 方 書 が 整 え られ て ゆ くほ どに張 仲 景 の 『傷 寒 論 』 の評 価 が 増 して
ゆ く過 程 が 看 取 され るの で あ る。
第 二 節 で は 、 歴 代 の 史 志 書 目 によ っ て、 各 時代 の 医書 の範 疇 と評 価 を確 認 し た。 現 伝 の 最 も
古 い史 志 書 目 「漢 志 」 〈方 技 略 〉 は 四 つ の下 位 分 類 を立 て て い'る。 す な わ ち 、 〈医 経 〉 〈経 方〉
〈房 中〉 〈神 仙〉 で あ る 。 「人 の 血脈 ・経 絡 ・骨髄 ・陰 陽 ・表 裏 を たず ね 百 病 の大 本 や 人 の 生死
を知 ろ う と し、"箴 石 湯 火"と"百 薬"に よ る治 療 を記 す 」 〈医 経 〉、 「草石 の寒 温 に 本 づ き 、 疾
病 の 深 浅 を 計 り、 薬 味 の滋 をか りて 薬 剤 で 治 療 す る」 〈経方 〉、 性 の技 法 によ って 生 命 の次 代 へ
の 延 長 を願 う く房 中〉、 自己 の 長 寿 のた め の 〈神 仙 〉、 これ らは 四 種 全 て が 「生 生 の 具 」、 命 と
身 体 のた め の技 術 で あ る。 『黄 帝 内 経』 は 〈医 経〉 で あ るか ら、 血 脈 ・経 絡 を も と に した 治 療
を記 して い た書 とな る。
「漢 志 」 の 後 、 五 百 年余 を隔 て て成 立 した 『階 書 』 経 籍 志(以 下 「階 志」 と略 す)が 次 な る
書 目で あ る。 「階 志 」 は 〈医方 〉 一 類 を 立 て て 二 百 五 十 四 種 の 医書 を収 録 す る。 内容 と して は
「漢 志 」 〈方 技 略〉 を襲 う。 さ ら に、 『周 礼 』 天 官 〈医 師 〉 の範 躊 と 『甲 乙』 序 に よ る 治 療 の
ジ ャ ンル 分 け も考 慮 さ れ て い る。 〈医 方 〉 は前 半 部 と後 半 部 に 分 か れ て お り、 前 半 部 で は 〈方
技 略 〉 の 下位 四 分 類 をそ の ま まス ライ ドさせ て五 十 六 種 の 医書 を 収 録 し、 『周 礼 』 に記 され て
い た獣 医 関 連 の書 を 末 尾 に附 す る。 後 半 部 で は、 〈医 経 〉 と 〈経 方 〉 を そ れ ぞ れ 二 つ に 分 け て
収 録 した 形 を と る。 こ こで 、 「漢 志 」 に無 か っ た 〈本 草 書 〉 が 〈経 方 〉 の 一 分 野 と して 位 置 付
け られ る の だ が 、 『甲 乙』 の序 に よ っ て 神 農 と結 び 付 け られ 「漢 志 」 で は主 だ っ た 薬 の処 方 集
よ りも、 重 要 と考 え られ る よ う にな って い た。 ま た、"血 脈 ・経 絡"を 使 った 治 療 を しる した
〈明 堂 書〉 も 図 を含 め て現 わ れ た。 そ こで 、後 半部 の 医書 の配 列 は、黄 帝 の 名 を冠 した 〈医 経〉
(例え ば 『黄 帝 素 問』)、神農 の 名 を冠 した 〈経 方 〉(例 えば 『神農 本 草』)、血脈 ・経 絡 に よ る
治 療 を記 した 書、 薬 の 処 方 集 とい う順 序 を と り、 末 尾 に 〈神 仙 〉 〈房 中〉 や 獣 医 書 を記 す こ と
に な っ た。
下 って 『旧唐 書 』 経 籍 志 は 「階 志 」 の 医方 を二 類 に 分 け、 〈明堂 経 脈 〉 と 〈医術 〉 と し た。
「漢 志 」 〈方 技 略 〉 の 〈医 経 〉 の 内 容 を 持 つ 医 書 を 〈明 堂 経 脈〉 と し、 「漢 志 」 で く経 方 〉 で
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あ っ た はず の 方 薬 ・本 草 書 を 〈医術 〉 と表 わ した 。 こ の こ とが 、 当時 の医 学 全 体 の 情 況 を 示 し
て い る と言 え るで あ ろ う。 方 薬 ・本 草 書 こそ が 〈医 術 〉 で あ り、 〈医 経〉 と称 さ れ て いた はず
の"血 脈 ・経 絡"を 使 った 治 療 は 〈明 堂 経脈 〉 と して"医"の 名 を冠 され な くな って しま っ た。
「漢 志 」 の枠 組 み が崩 れ た ので あ る。
南 宋 以 後 に な る と、 晃 公 武 『郡 斎 読 書 誌 』・陳 振孫 『直 斎 書 録 解 題 』 な ど個 人 蔵 書 の 書 目が
現 われ る。 これ らは、 「漢 志 」 の伝 統 に の っ と り、 『黄 帝 素 問』 か ら著 録 し、 北 宋 代 に注 解 書 が
多 くで た 『難 経 』 をつ いで 著 録 す る と い う順 番 を と って 著 録 して い る こ とが 多 い。
そ れ 以 後 の史 志 書 目で 、 特 筆 す べ き は 清 人 の 医 書 観 で 、 「漢 志 」 で い う 〈房 中〉 〈神 仙 〉 を 医
書 の範 疇 か ら除外 して考 え る べ きで あ る と主 張 した 。 そ の最 た る も のが 『四庫 全 書 総 目』(以
下 『提 要 』 と略 す)で あ る。 「医家 類 」 一 類 を時 代 順 に配 列 して ゆ くが 、 「漢 志 」 の両 分 類 は後
人 の誤 読 に よ って 紛 れ 込 ん だ の で あ ろ う と述 べ、 さ らに 道 家 との 関 わ りを持 つ 医 家 を評 価 しな
い態 度 を と るな ど、 積 極 的 に 「漢志 」 か らな る伝 統 を壊 して 医 書 を著 録 した 。 古 い医 書 に積 極
的 に改 変 を加 え、 当代 に使 え るよ うに 加 工 した 医 書 を"発 明"し た と して評 価 した ことが 注 目
され る。
第 二 章r黄 帝 内経 』 の 伝 承
書 名 と して 「漢 志 」 か ら唯 一現 存 す る 『黄 帝 内 経』 の伝 承 に 関 わ る 問題 に つ い て 述 べ る。 問
題 と した の は 、第 一 節 で は 『黄 帝 内経 』の成 立 を 準備 す る と思 わ れ る 出 土資 料 の 示 唆 す る医 学 、
特 に出 土 医 書 と 『黄 帝 内経 』 を つ な ぐ"経 脈"の 成 立 に つ いて 。 第 二 節 で は 現 伝 『素 問 』 『霊
枢 』 が保 存 して い る古 医 書 の 内容 。 第 三 節 で は現 伝 の 王沐 注 『素 問』 か ら遡 り得 る ぎ りぎ りの
内容 一"全 元 起 本"の 内容 につ いて 。 さ らに、 第 四 節 で 『素 問 』 『霊 枢』 『明 堂』 の 再 編 纂 書 で
あ る、 『黄 帝三 部鍼 灸 甲 乙経 』 に つ い て、 で あ る。
出土 資 料 に は、 馬 王堆 出土 医書 と張 家 山 出土 医 書 の両 者 が あ り、 時 代 と して は どち らも 紀元
前 二 世 紀 を遡 らな い と考 え られ て い る。 内容 的 に は重 複 す る部 分 が あ る。 両 者 を一 固 ま りの 、
同時 代 の 医学 を示 す 資 料 と考 え る。 す る と、 「漢 志 」 〈方 技 略〉 の 四分 類 全 て の 内容 が 出土 して
い る こ と にな る。
まず 、 〈医 経〉 に 当た る 医書 。 張 家 山 出 土 の所 謂"脈 書"は す べ て"脈"を 説 明 原 理 と し て
い る。 張 家 山"脈 書 一"は 、 病 のイ ンデ ッ クス で あ った 。 病 名 を頭 の 上 か ら列 挙 した だ け とい
う医 書 で 、 階 に 『諸 病 源 候 論 』 とい う書 物 が 出 る が 、 そ の 原 型 は 準 備 され て いた と考 え る こ と
が 出 来 る 。 記 され て い る病 は痛 み 、腫 れ、 膿 な ど"脈"で 説 明 され る 病 が 多 い。 さ らに馬 王 堆
出 土 の 『足 曹 十 一 豚 灸 経 』 『陰 陽 十 一 豚 灸 経』 とい う二 つ の"脈 書"に は 、 所 謂"経 脈"の 前
段 階 と考 え られ て いる"脈"を 述 べ た 書類 の存 在 を 上げ られ よ う。 二 つ の 所 謂 『豚 灸 経 』 には
十 一 本 の"脈"の 記 載 が あ り、 そ れ に 灸 をす え て治 療す る。
さ らに 〈経方 〉 と して は'r五十 二 病 方 』 な どが 、 〈房 中〉 と して は 『十 間』 な どが、 〈神 仙〉
と して は 『引 書』 や 『却 穀 食気 』 な どが 出土 して い る。
"経脈"は 『黄 帝 内経 』 の一 っ で あ るr霊 枢 』 経 脈 篇 に完 成 形 が 記 され て い るが 、 そ れ は 、
十 二 本 の"正 経"が 連 結 した"経 脈"が 一 本 のル ー トを形 成 し人体 内 を 回 る とい う もの で あ る。
と ころが 出土 した"脈 書"で は"脈"そ れ ぞ れ が 起 点 と終 点 を持 ち、 一 本 に連 結 して い な か っ
た 。 また"経 脈"は"属 ・絡"と い う体 内 の蔵 府 と関 わ る部 分 が あ る。 と こ ろが そ の二 つ の重
要 な ポ イ ン トを 出土"脈 書"は 備 えて いな いの で あ る。
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二 つ の 『豚 灸 経 』 は概 ね そ の経 脈 のル ー ト上 に腫 れ 、 痛 み な どが 発 症 した 場 合 、 そ れ に灸 を
す えて 治 療 す る も ので あ るが 、 発 症 部 位 が"脈"の 範 囲 を超 え て い る 場 合 が あ る こ と を も と に
"脈"を 延 長 す る こ とで 『霊 枢 』 の"経 脈"へ の 距 離 を縮 め る こ とが で き
、 体 内 を結 ぶ 一 つ の
ル ー トを想 定 で き る。 さ ら に 〈房 中〉 〈神 仙 〉 に数 え られ る出 土 医 書 の 中 に 、 五 蔵 重視 の考 え
方 が 見 え る ことか ら、そ れ らの考 え方 が 導 入 され て"経 脈"が 成 立 した こ と を類 推 で き る。 〈房
中〉 〈神 仙〉 に数 え られ る 医書 は、 飲 食 す る こ と によ っ て 長 寿 をは か る 目的 を 持 つ 性 質 を持 つ 。
特 に 『十 間』 と称 され る 〈房 中 書〉 には 、 黄 帝 と"天 師"と の 問 答 形 式 で 記 され て お り、r黄
帝 内経 』 と の関 わ りが 注 目され る。
出土 物 で も う一 つ注 目す べ き は四 川 省 か ら発 掘 され た"経 脈 木 人"と 称 さ れ る三 十 セ ンチ に
満 た な い人 形 で あ る。 こ の人 形 は 黒 漆 で塗 られ た 身体 上 に 赤 い 線 で十 本 の線 が 刻 して あ り、 そ
れ を経 脈 のル ー トに見 立 て る こ とが 出来 る こ とか ら、 この 名 で 呼 ば れ て い る 。 こ の人 形 を も考
慮 して"経 脈"を 考 え るな らば 、"脈"は 本 来 は 血 管 か ら発 想 され た も の で あ る と考 え る こ と
が で き る。 前 述 の 『豚 灸 経 』 記 載 の"脈"は 、 実 際 の 血 管 の走行 とか な り類 似 して お り、 痛 み
や 腫 れ な ど とい っ た 病 を、 血 管 か ら潟 血す る こ とで 治療 して い た鍼 灸 の原 型 が 見 え て く る ので
あ る。
そ こで 第 二 節 で 『黄 帝 内 経 』所 引 の古 医 書 に つ い て検 討 した。 『素 問』 『霊 枢 』 の 中 に は、 『黄
帝 内 経』 成 立 以 前 の古 医 書 の 名 前 と内 容 が 保 存 さ れ て い る 。
古 医 書 の 引用 は 幾 つ か の篇 に集 中 して見 られ る。 例 え ば 『素 問』 で は 玉版 論 要 篇 、 玉 機 真 蔵
論 篇 な どで あ る。 どち らの篇 に も 「五 色」 「脈 変 」 「揆 度 」 「奇 恒 」 と い う古 医 書 を 引 用 して い
る 。 これ らの古 医 書 は 、 『史 記 』 倉 公 伝 に見 え る 、 医 師 倉 公 が 師 公 乗 陽 慶 に授 け られ た 古 医 書
の 名 称 に一 致 す る か 、 よ く似 て お り、 『黄 帝 内 経 』 以 前 の 医 書 と考 え る こ とが 出来 る。 内 容 は
病 を 胃 か ら発 生 した"気"が 、 手 の太 陰 の"脈"を 伝 わ っ て五 蔵 へ め ぐる とい う もの で 、 出 土
医 書 の"脈"と 、 五 蔵 とが 一 つ に ま とま っ て 循 環 す る"経 脈"を 成 立 させ る 過 程 を記 した もの
と位 置付 け られ る で あ ろ う。 ま た、 三 部 九 候 論篇 、 八 正 神 明 論篇 な どは"九 針"に 関 わ る内 容
を承 け て成 立 して い る の が看 取 され る。 九種 類 の"針"を 用 い て の治 療 法 を記 した も ので 、 他
書 に傍 証 は求 め られ な い もの の、 『素 問』 『霊 枢 』 を通 じて 該 当す る 内容 が 見 られ る。
こ こで 着 目 され る の が 『黄 帝 内経 』 内 の"針""刺"と い う動 詞 で あ り、 特 に"刺"と い う
動 詞 は、 針 を刺 す とい う意 味 と、 石乏石 に よ っ て潟 血 す る とい う意 味 との両 方 が あ る こ とが 着 目
され る。 そ こで 、 古 医書 に は、 出土 医書 の よ うに、 潟 血 治 療 を した も のが あ り、 そ れ を 『黄帝
内経 』 が 受 け継 い で い る 可能 性 が考 え られ る こと にな る。
おそ ら く出土 医 書 の後 の時 代 に行 なわ れ て い た石乏石 に よ る潟 血 治 療 を高 度 に洗 練 して ゆ く過
程 で"九 針"が あ り、 さ らに 九種 の針 を使 い こな す 煩 雑 さ か ら、 そ の 中 の一 本 で あ る 毫 針 の み
に よ る治 療 が 残 る こと に な る。 また 一 方 「三 部 九 候 と い う診 断法 によ れ ば 、 九 針 の法 は必 要 な
も ので は な い」 と い う言 葉 が 見 え る ことか ら、 最 終 的 に は、 毫 針 を使 い、 新 し い診 断法 を導 入
して 、針 の 治 療 段 階 は進 ん だ こ とにな る。 毫 針 一 種 で の治 療 を可 能 に した のは 、一 本 の"経 脈"
の 中 をめ ぐ る"気"の 存 在 で あ り、 め ぐ り方 の法 則 の変 遷 も 『黄 帝 内 経 』 の 幾 つ か の篇 か ら跡
付 け る こ とが 出 来 る。 つ ま り 『黄 帝 内経 』 は、 そ れ ら幾 つ か の段 階 の 異 な る内 容 を、 部 分 的な
が ら も寄 せ 集 め て 保 存 して お り、 出土 医 書 と の間 に も少 な くと も 『史 記 』 倉 公 伝 と古 医書 の二
つ の段 階 が 考 え られ る。 中国 医学 の緩 や か な 歩 み を類 推 す る ことが 『黄 帝 内 経 』 を 中心 に して
出 来 るの で あ る 。
一161一
第 三節では、r黄帝内経』 の一書で ある、 『黄帝 内経素 問』 の 「全元起本」 と 「王沐注本」 に
ついて論 じた。現伝 の 『黄帝内経素問』 は、 唐の宝応年間(八 世紀中期)に 、王沐が 「全元起
注 『素問訓解』」 を改編 し、注釈 をつけた もの と考 え られ る。
王沐のr素 問』 自序 をみる と、それ までの版本がかな り混乱 した状態 にあった ことを詳細 に
記 してい る。その記載 と、現伝 の王沐注 『素問』 に付 され ている北宋の医書校 訂の校勘記事 を
主な根拠 とする ことで 「全元起 本 『素問』」 の復:元が 可能 になる。
復 元 した 「全元 起本」 の全体像 は以下 のような もので あった と考 え られ る。 まず 第一巻 には
二 っの中心 となる内容がある。 四時五蔵 と三部 九候で、五蔵 について の概念 を明 らか にしてか
ら、 それ を使った診断法 を記す とい う順序 であれば、 臨床 に役立つ医書 として都合が よい。 ま
た、 五蔵 と三部九候は、前節で古医書を承 けた内容 としても注 目され る ものである ことか ら、
「全 元起 注本」 までは、 これ らの理論 が流行 していた と考 える ことが可能になる。 第二巻 には
第一巻 を承け、 その説明にあたる篇 と、それ を使 った治療法 の概 説を収録す る。 さらに、経脈
の病 や、 経脈 上の 「脈気の発す る ところ」 として とらえ られ る腺穴(っ ぼ)に ついて 『黄帝内
経』所 収のほぼ すべての内容 を挙げ る。第三巻で はそ の楡穴 を使 って治療す るその技術"刺 法"
について記 した篇 を収録 し、 さ らに"蔵 象"と 呼ばれ る、体 内の蔵器 の体表 への現 われ を説明
し、三 陰三 陽の 戸"脈"について の篇 を収録す る。第 四巻、第五巻 には"風 湿寒暑"に よる病を
記す。第 六巻 には、病気を得 た際の"脈"の 変化 について述べ る。第 七巻 はつ とに亡侠 した と
言わ れているが、 もし存在 したのであるとすれば、刺法 の詳細 と、 つぼ の位置 とい う、具体的
な治療 に関わる内容であった と考 えれば、全体 の整合性が ある ことにな る。第 八巻 は水 をつか
さどる腎について の病 因 と病状、お よびそれ を治療す る腺穴 を挙げた水熱穴論篇 と、 熱病の治
療 に使われ た楡穴 を記 している。第九巻は直接治療 に関わ らな い養生 ・医学史観 ・自然観 に関
わ る内容 を収録す る。
一方、王泳は全元起本 をどのように改編 した のか。現伝 の 『黄帝内経素 問』 は、全 二十 四巻
のうち、巻一～三 まで を養生 を主 旨とする諸篇 に当てた。第四巻か ら以降二十 四巻 までの全体
が、治病 を主 旨 とする諸篇で ある。治病 に関わ る諸篇 は、巻 四～巻八が 生理、巻九 ～巻十三 が
病理、巻十 四～巻十八が手法、巻十九～巻二十二が五運六気、巻二十三～巻二十 四が それ まで
天師 と呼ばれ る岐伯 という侍医 に教え を受 けて いた黄帝が、雷公 に向か って講義 をす る解惑 の
諸篇 とな る。
このよ うに比較すれば、王泳はそれ まで の篇次 を一変 させ た と言 える。第一巻 には、『老子』
を引用 して道家的な注釈 を多 く記 している ことを考 え合わせれば、価 値観 を転換 し、 医師 の治
療の書 というよ りは、道家的な文脈で この書 をとらえた と考える ことができるのであ る。
同一 の文脈 で 『素 問』 『霊枢』両書 を包括 した形 で初 唐の楊 上善 は 『黄帝 内経太 素』 を編纂
した。 冒頭 を含むかな りの部分 に欠巻 がある ものの、全体 の姿は うかが うことがで きる。 この
『太素』もやは り現存する部分か ら第 一巻 は 「摂生」の内容を収めていた ことが分 か ってお り、
さ らに人体 の生理学的な部分、診断、治療、 種々の病 へ と分類 して全体 をま とめてい る。 この
ことか ら、 楊上善か ら王沐にかけて、 医書 は道 家の手になる改編 を受 け、養 生か ら始 まる篇次
となっていた ことが知 られる。 また、 王沐注 本は、五運 六気、所謂運気 を内容 とす る諸篇 を収
録 しているが、 王泳の師匠か ら伝 え られた と書によって補 った王沐 は言 うものの出 自は明 らか
ではない。
しか し、 この運気 を導入 したゆえに北宋 の医書校訂(第 三章)で は 王沐注本 を底 本 として校
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勘が行なわれ、北 宋末 の勅撰 になる総 合的な内容 を もつ医書 『聖済総録』 冒頭 に も五運六気 が
取 り上げ られ るな ど、王沐注本が現伝 のテキス トの体裁 に変 えた ことが、以後 の医学史 に大 き
な影響 を与 えた結果 とな った。
第 四節では 『黄帝 内経』 の再編 纂書で ある 『甲乙経』 を検 討 した。 『甲乙経』は、晋の皇甫
誼 が編 纂 した 医書で、現伝 の 『素問』 『霊枢』 に、経穴書 『明堂孔穴』 を加 えた内容 を保存 し
て いる。 『黄帝 内経』がr素 問』 と 『霊枢』 とに分裂 して以後、就 中、 『霊枢』 が亡侠 していた
北宋 の時期 にお いて、 『黄帝 内経』 の信頼 のお けるテキ ス トとして医書の校訂 に活用 され た。
そ の 『甲乙経』 は、重要な医書であ りなが ら、現伝 のテキス トに三種類 あ り、 それが各々異 な
る体裁 をとるた め、これ まであ まり研究 が進んでいる とは言 えな い医書で ある。検討 の結果 『甲
乙経』のテキス トであ る 「医統正脈本」 「明藍格抄本」 「正統 本」 は、 いずれ もが北宋の医書校
訂以後 に音釈 を加 え られて出来た ものか ら伝承 され ている。 明藍格抄本 につ いては 「古鍼経」
と呼ばれ るもので校訂 を受けているが、 これは一度 中国で亡侠 し、一〇九三年 に高麗か ら献 上
された現存 のもう一つ のr黄 帝内経』 である 『霊枢 経』 の ことで あると考 えれば、 三つのテキ
ス トのうち、最 も重要視 され るべきは明藍格抄本である。
第 三 章 北 宋 の 医書 校 訂 につ いて
北 宋 の 初 期 、 主 要 な 医 書 が勅 撰 に よ っ て校 訂 され 、 いわ ば 国 定 の医 書 テ キ ス トが 作 られ た 。
現 代 に伝 わ る主 要 な 医 書 の確 立 は、'この 北 宋 の 医書 校 訂 に負 う と こ ろが 大 き い。
北 宋 初 、 疫 病 の流 行 によ り、 まず 『傷 寒 論 』 の見 直 しが 始 め られ た 。 さ らに、 薬 剤 に つ い て
の知 識 を記 した"本 草 書"が 校 訂 され 、 御 製 の序 を も っ 『太 平 聖 恵 方 』 と い う、 方 薬 を 中心 と
した 総 合 医 学 書 を編 纂 す る に至 っ た。 さ らに 『銅 人朧 穴 鍼 灸 図経 』 と、 銅 人 と称 す る楡 穴(つ
ぼ)を 記 した 人 形 が 作 られ た。
こ の よ うな 動 きが 一 段 落 した 嘉 祐2年(1057年)、 韓 王 奇 の 上 奏 に よ っ て 校 正 医 書 局 が 発 足
し、1069年、『黄 帝 内 経 素 問』 を最 後 の 成果 と してそ の任 を終 えた 。 校 正 医 書 局 で校 勘 され た 年
と医 書 の 種 類 は以 下 の とお りで あ る。1060年『嘉 祐 補 注 本 草 』(刊 行 は1061年)、1065年『傷 寒
論』(進 呈)、1066『金 置 玉 函 経 』 『金 陵要 略 方 論 』(成 書)『 備 急 千 金 要 方 』 『千 金 翼 方 』(鎮 版
施行)、1067年 『外 台秘 要方 』(進 呈)、1068年『脈 経 』(進 呈)、1069年『黄 帝 鍼 灸 甲 乙経 』(頒
行)、 『黄 帝 内経 素 問』(刊 行)。 この校 訂 の 順 序 は 『甲 乙経 』序 や 、 史 志 書 目の 価 値 観 を反 映 し
て い る。 方 薬 と処 方 に 関 わ る も のか ら順 次 校 訂 を行 い、 鍼 灸 や つ ぼ に関 わ る書 が 後 回 しにな っ
た こ とは、校 正 医 書 局 もま た、そ れ ら と同 じ医書 観 を持 って いた こ と を示 す も ので あ る。 また 、
医 書 局 内 で も、 方 薬 ・処 方 書 を校 訂 す る担 当者 と、 そ れ 以外 の担 当者 とは異 な っ て お り、 後 半 、
鍼 灸 書 を校 訂 した ス タ ッフ を特 に"新 校 正"と 称 した 。
校 正 は 出来 る だ け本 文 をそ こな わ ず 、 前 注 や 『黄 帝 内経 素 問 』 で 言 えば 底 本 と した 王 泳 注 本
だ けで な く 「全 元 起 本 」 の記 述 も保 存 す る形 を と っ た。 原 文 ・注 釈 に異 義 の あ る場 合 は 「詳 ～」
で 書 き記 し、 そ の他 は 「按 ～ 」 で 記 載 す るな ど工 夫 され て お り、 校 正 の記 載 を 資 料 と して 扱 う
こと の妥 当性 を裏 付 けて い る。
附 篇"本 草"覚 え 書 き
附 篇 と して 「"本草"覚 え書 き」 を記 した 。 〈本 草 書 〉 の 歴 史 的 経 緯 を逐 っ た も ので あ る。
〈本 草〉 は 、 『漢 書』 に独 立 した 学 問 の名 と して 記 され て い るが 、藝 文 志 に は見 え な い。 しか
一163一
し以後、神農 の名を冠 されて以降、その評価 は大 き く上昇 した。 神農 の業績 についての認識 が
定着す るのは晋 の皇甫誼か らであるが、それ以前は、諸子百家 の農 家を中心 とした拡が りの中
にあった と考 え られ る。
梁 にな って、道士で ある陶弘景が 『本草経集注』 を編纂 し、唐 初にはそれ を もとに勅撰 であ
る 『新修本 草』 が編纂 された が、 〈本草〉 はそ の時か ら旧説 を削除す る事無 く、残 した ままい
わば雪達磨 式 に異説 を注記 して いく形 を とる。道士 であ り、医師で ある孫 思遡 『千金方』 『千
金翼方』 にも引用 され、道士の編纂 した薬 物書 は唐 代には医書 ・道書 の両者 に関わって存在 し
た。
しか し、北宋 に入 って、薬性 だけでな く、訓詰学 的知識 を 〈本 草〉 に記載す るよ うになって
か ら、徐 々 にその内容 は医書 として の用途か ら外れて ゆ く。 また 同時 に、始 めは道 家のもので
あったはず の本草書であるが、道 家の薬剤 の使 い方 は薬 品を混合 して飲 まず単 品で効果 を狙 う
ため、複雑 にな ってゆ く<本 草〉 の内容 には必要性 を感 じな くな って い くとい う経過 もた どっ
た。そ の後 、道家側 か らの"本 草"の 見直 しはな されなか ったが、医家 の側か らの見直 しは、
金元代 になって医師張元 素の 『潔古珍珠嚢』 を初め として徐々 に行なわれ、常用可能で普遍的
な薬剤 を用 いてそれ らをい くっか組合せ、複方 として使 うのに適 した本草書が幾 つ も試み られ
た。特筆す べきは明の李 時珍 の 『本草綱 目』で、陶弘景以来続 いた薬品分類 をも一変 し、使用
に足 る本草 書を作 り上げ た。 この 『本草綱 目』は、現在 にも影 響 を与え続けて いる。
以上、本論文 は、医書 を文献学的 に分析す ることで、 中国医学 の概観 を試みた ものであ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 「は じめ に」、第一章 「序蹟 ・史志書 目による 〈中国医学史〉」、第 二章 「『黄 帝 内
経』の伝 承」、第三章 「北宋の医書校 訂 について」、 附篇 「"本草"覚 え書き」 か らな る。
「は じめ に」 で、論者 は、中国の医学 を固有 の論理 に即 して究明す るには、それが記 されて
きた医書 本来の姿の探索が肝 要だ との立場 を とる本論文 の構成 を概述 し、か つ論者が把握 する
中国医学史 の七段階 を目次形式で示 し、本論の考察 範囲がその第四段 階の北宋時代 までで止 ま
る ことを断 ってい る。
第 一章は、第一 節 「医書序文 に見 る医 書観」、第 二節 「歴代史志 書 目にお ける医書 の範疇 と
評価」か らなる。第一 節では、先ず、 医書序文 の主 眼は該書成立 の次第 を説 くことに在 るが、
同時 に医学 の歴 史に説き及ぶ ことも多 く、 医学史観 を検討す る際の有 力資料 である、 と主 張す
る。次 いで、後漢 の張機 『傷寒雑病論集』序、西晋 の王叔和 『脈経』序、西晋 の皇甫諦r黄 帝
三部鍼灸 甲乙経』序 を検 討 し、 『傷寒雑病論集』序 は、 神農や黄帝 な どの上古、長 桑や扁鵠な
どの中古 か ら当今 に至る医学史 を辿 りつ つ、 目標 として は中古 の扁 鶴 を掲げ て、 『傷 寒雑病論
集』十六巻の編集 には、『素問』 『九巻』『八十一難』 『陰陽大論』 『胎臆薬録』 『平脈弁 証』な ど
を典拠 に した ことが明記されて いる こと、 『傷 寒雑病論集』 を踏 まえる ことが確 かな 『脈経』
序は、医学史へ の言及 は簡略だが、上古の岐伯、春秋戦国の医和、扁 鵠、漢 の華佗な どに比肩
す るとして張仲景す なわ ち張機 を高 く評価 してい る こと、 『黄帝 三部鍼 灸 甲乙経』 序は、医学
史 の把握 にお いて 『傷寒雑病論集』序 を踏 まえつつ も、わず か に時代の推移 を辿る に止 まらず、
治療法 の相違 とい う観点 を導入 して、黄帝 や神農 な ど各種治 療法を開拓 した諸神格か ら各継承
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者達 への系譜を示 し、 また 『漢書』芸文志所載の 『黄帝 内経』十八巻 の伝来 につき、 当時行わ
れて いた 『鍼経』 九巻 『素問』九巻がそれだ ろうと推定 している こと、等 を順 をおって略述す
る。
第二 節では、 中国における医書観 の変遷 を窺 うべ く、『漢 書』 芸文志か ら 『四庫全書総 目提
要』 まで、歴 代の書籍 目録 にお ける医書 の類別方 法 を一覧対照す る。 その結果、 『漢 書』 では
七略 の一つで ある方技略 として医経、経方、房 中、神倦 とい う四分類 が立 て られ、 ここに医書
分類 の一応 の範購 が成立するが、 『晴書』で は四部 の一 っで ある子部 の中の医方 として一類 に
まとめ られ て しま う。・目録 に載せ るに当た っての細分化 と統一化 という二傾 向は、 十分な調整
を経ぬ まま、 『旧唐書』 『新唐書』『通志』 『国史経籍志』 『校讐通義』な どでの細分化、 『崇文総
目』 『直斎書録解 題』 『郡斎 読書志』 『宋史』 『明史』r四庫 全書総 目』な どでの統一化 とい うよ
うにそ の後 に影響 力をもったが、 中で両唐志、 とりわけr新 唐書』芸文志 になる と 『漢書』芸
文志 の 「医経」 「経方」を鍼灸 ・脈診 と本 草 ・方 書 とに解釈 し直 してそ の枠 組み を崩 し、薬書
と方書 とを中心 に 「医術」を構成 し、それに属す る 『難経』を重視 し、 『黄帝 素問』な どの 「明
堂経脈」類 を軽視 した こと、 北宋の医書校 訂 を経て 『黄帝 内経』が再び重視 されるよ うになっ
た こと、 『四庫 全書』や 『校讐通義』 には従来 「医家」あ るいは 「方 技」 として 認め られて い
た 「房 中」 「神仙」 を排除する意識が認め られ ること、等 が注 目され る とい う。
第二章は、第 一節 「出土医書及び 出土文物か らr黄 帝内経』 へ」、第二 節 「『黄帝 内経』所 引
の古医書」、第三節 「二っ の 『素 問』一 『黄帝内経素問』全元起注本 と王泳注 本一 」、第 四
節 「『黄帝 内経』 の再編纂 書一 『甲乙経』 の場合一 」か らな る。
第 一 節で は、 近年発 掘 され た漢墓 か ら出土 した 「脈 書」や 「方書」 を分析 し、そ の結果 を
『霊枢』 と比較 し、血管(動 脈 と静脈)的 色彩 を残 し全体 として の一本化 に成功 していない出
土 医書の 「経脈 」観か ら、末端 で相互 に連 結 して一本 にま とまる十二 の経絡 を衛気 と営気 とが
運 行す る とい う 『黄帝 内経』の 「経脈」観 に至 るまで には、 少な くとも二 段 階ほ どの変化が
あった筈だ と想定する。
第二節で は、 『素問』 と 『霊枢』 とに見 え る引用書、 引用文 とを精査 し、 『黄帝 内経』以前 の
古 医書 とそ の内容 とを考察、 さ らに出土医書 と比較 した結果、血管系統や擁疽 に対 して一 石乏石
で濡血や排膿な どの治療 をして いた 出土医書 の時代か ら、数次の展開 を経て、多種類 の針 を使
い分 ける 「九鍼」治療 の時代へ と至 り、 さ らに九鍼 の煩磧 を克服する三部九候論 を背景 とす る
経絡へ の毫針治療 の時代へ至 る という展 開を想定す る。
第三節で は、 先ず、既 に流布 して いた全元起注本 『素 問』 に王沐が どのような批判 を加 えて
いたか を押 さえた上で、次 に、王沐注 と新校正 とによって全元起注本 の構成 を復元 し、そ の上
で 『素問』 に対す る全元起の体系把握 と王沐 の体系把握 との相違 を比較す る。 全元起注本は、
五臓 を中心 とし、既発 の病状 を診断 し処置す るとい う観点 に立って、 その編 次 を治療する側か
ら見て合理的 に構成 し、養生 に関わる 「上古天真論篇」な どは末尾 に置いてい るが、一方、王
沐注本は、全元起本 の観点を逆転 し、運気論諸篇 を中心に捉 えて 『素問』 を再編 し、発病以前
における養生か ら発病後 における治 病(生 理、病理、 手法、運気、解 惑)へ とい う構成で編次
を定めている、 という。
第 四節では、北宋の新校 正は 『黄帝三 部鍼灸甲乙経』 を根拠 に して 『素問』 の本文 を考 えて
いた と認め られ るが、現存版本 である 「医統正脈本」 「正統本」 「明藍格抄本」を比較対照する
と、本文 に種 々の注釈が紛れ込んで いる形跡が あるほか、 『素問』 『霊枢』 の引用 の仕方 に も違
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いが あ るな ど、相互に出入が あ り、種 々の状況か らして 「明藍格抄本」を底本に して 『甲乙経』
の原 型を復:元す るのが妥 当だ とい う。
第三 章は、第 一節 「問題 の所在」、第二節 「北宋の医書刊行事 業の経過」、第三 節 「校正医書
局 の成立」、 第四節 「『黄帝 内経 素問』 の校正」か らな る。
先ず、太宗 ・仁宗期 における疫病流行 に対処 するべ く、北宋の嘉祐2年(1057)に仁宗皇帝
の命で発足 した校正医書 局は、焦眉 の急 に対処 しうる医書 の校訂 と刊行 とを通 じて重要な医書
を後世 に残す ことになったとしつつ、第二節で、先ず医書刊行事業の概略 を辿 り、続 く第三節
で、校正 医書局 に於 ける、校正資料、校正時期、医書観、校正順序、校正担 当者 につ いて考察
し、第 四節で、r素問』校正 の実 状 を詳細 に検 討 し、最 も伝統 ある 『素問』 に対す る詳細 な注
釈 の作成で校正 医書局の活動 を締め くくった ので あろう、と推論 し、最後 に、以上 を総括 して、
従来 国家 によ って 医書 の編纂 が行 われ て も長期 間 を費や して の校 訂作業 が行 われた ことはな
く、北宋が国家事業 として各分野の医書 を校訂 し刊行 した ことは、 北宋が国家 として医書 を重
視 した ことを示 して いる、 という。
附篇は、 中国史 に於 ける本草書の位 置について大 筋の見通 しを得 よ うとす る ものである。遅
くとも前漢末 には存在が確 認 される 「本草」 学は、道教 と医学 を支 える基礎学 問 として出発 し
たが、 晴唐 までは医家 と道 家の手になる薬物 ・薬学書、 宋代 は儒家 と医家 との手になる訓詰学
の博物学的記述、元明以降は医師に重宝 な薬物書 を遺 した、 とい う。
本論文は、中国 における 「医学」観 の形成 と展 開 とを具体 的に解 明す る ことを 目的 とす る。
ただ、論 者の立場は、中国医学 を、性急 に現代 医学 の枠組 みや概念 によって理解 しよ うとした
り、 西欧医学 史 の展 開過程 を尺度 と して進歩 の度合 いを一方 的 に評価 しよ う とす るのではな
い。何 よ りも先ず 中国医学 の展 開それ 自体 に即 して、そ こで形成 された概念や設定 された視角、
全体構造や展 開過程 を究 明す る ことが肝要で、古来伝承 されて きた医書 を文献学 的方法で研究
す る こと こそ、そ の第一歩で あるというもので ある。 この立場か ら、歴代の史志書 目に見え る
医書分類 の変遷、最古 の伝承医書た る 『黄帝 内経』の成立事情 と歴代の諸注釈 の編輯注釈、現
存諸医書 を実質 的に定 めた北宋朝 の医書校訂、等 の問題 を意欲的 に考察 して いる。資料 の読解、
事実 に対す る分析 と整理、理論 の構築な どにお いてなお一層の研 鐙が求め られ る点 のあるのは
否めな いが、 しか し、従来 の中国医学史研究 には見 られぬ新たな視角 と方法 とを提示 し、既 出
の諸成果 に一定 の修正 を迫 って いる点 も少な くない。論文提出者は、博士(文 学)の 学位 を授
与する に相応 しいと認め られ る。
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